
（４） ２００３．６．２１

節
電
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。□問 
東
京
電
力
株
式
会
社

11
７
９
０
・
４
２
２
５

ご
　
案
　
内�

～コラージュが紡ぐ夢、そして不安～～コラージュが紡ぐ夢、そして不安～�～コラージュが紡ぐ夢、そして不安～�
７月１３日（日）まで�

ハンナ・�
　ヘーヒ展�
ハンナ・�
　ヘーヒ展�
ハンナ・�
　ヘーヒ展�

国際版画美術館�

漏
水
調
査
に
ご
協
力
を

ハ
ン
ナ
・
ヘ
ー
ヒ　
「
小
さ
い
傘
」

（
１
９
６
９
年
、コ
ラ
ー
ジ
ュ
）

　

コ
ラ
ー
ジ
ュ
は
ヘ
ー
ヒ
の
生
涯
を
通

じ
て
実
践
さ
れ
た
重
要
な
手
法
で
す
。

　

子
ど
も
や
女
性
、
動
・
植
物
な
ど
の

日
常
的
で
穏
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
は
誰
に

と
っ
て
も
親
し
み
深
い
も
の
で
す
。
し

か
し
そ
れ
が
、
彼
女
の
手
で
断
片
に
切

り
分
け
ら
れ
無
機
的
な
モ
チ
ー
フ
と
組

み
合
わ
さ
れ
た
時
、
そ
こ
に
は
思
い
も

か
け
な
か
っ
た
奇
怪
な
画
像
が
出
現
し

ま
す
。
そ
の
作
品
に
何
を
感
じ
取
る
か

は
見
る
人
た
ち
に
ま
か
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。
彼
女
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
は
こ
の
よ

う
に
多
面
的
な
相
貌
を
見
せ
る
万
華
鏡

の
よ
う
で
あ
り
、
夢
で
見
た
光
景
の
よ

う
な
忘
れ
が
た
い
美
し
さ
を
獲
得
し
て

い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
１
９
２
０
年
代
〜
１
９

６
０
年
代
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
作
品　

点
余

３４

り
を
紹
介
し
ま
す
。

○
会
場　

同
館
第
一
企
画
展
示
室

○
入
館
料　

一
般
４
０
０
円
、
大
学
・

高
校
生
及
び　

歳
以
上
の
方
２
０
０
円

６５

【
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
】

○
日
時　

６
月　

日
、　

日
、
７
月
６

２２

２９

日
（
い
ず
れ
も
日
曜
日
）
午
後
２
時
か

ら【
同
時
開
催
】

　

常
設
展
示
室
「
版
画
い
ろ
い
ろ
」
・

「
虹
の
画
家
・ 
靉  
嘔 
」

あ
い 
お
う

□問
 

国
際
版
画
美
術
館
11
７
２
６
・
２
８

８
９

　

大
切
な
水
を
守
る
た
め
に
、
市
内
の

配
水
管
及
び
給
水
管
の
漏
水
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
表
面
に
表
れ

な
い
漏
水
を
発
見
し
、
修
理
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
身
分
証
明
書
を
携
帯

し
、
腕
章
を
付
け
た
調
査
員
が
、
敷
地

内
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
期
間　

６
月
下
旬
〜
９
月
下
旬

○
調
査
区
域　

原
町
田
一
丁
目
、
金

森
、
小
川
、
鶴
間
、
南
つ
く
し
野
（
各

地
域
の
一
部
を
除
く
）

○
調
査
方
法　

漏
水
調
査
機
器
及
び
音

聴
棒
に
よ
る
調
査
並
び
に
、
夜
間
流
量

測
定
作
業

※
道
路
の
配
水
管
調
査
は
夜
間
も
行
い

ま
す
が
、
家
庭
の
給
水
管
（
メ
ー
タ
器

ま
で
）
の
調
査
は
昼
間
に
行
い
ま
す
。

※
調
査
員
を
装
っ
て
浄
水
器
等
の
購
入

を
勧
め
る
と
い
っ
た
悪
質
業
者
が
現
れ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
漏
水
調
査

で
は
、
浄
水
器
等
の
販
売
・
斡
旋
を
し

た
り
、
金
銭
を
請
求
す
る
こ
と
は
い
っ

ひ

な

た

村

利

用

予

約

【
カ
リ
ヨ
ン
ホ
ー
ル
】

　

２
０
０
４
年
１
月
分
の
カ
リ
ヨ
ン
ホ

ー
ル
利
用
者
の
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

７
月
６
日
午
前
９
時
ま
で
に
使
用
料
金

を
お
つ
り
の
な
い
よ
う
に
お
持
ち
に
な

り
、
ひ
な
た
村
へ
お
い
で
下
さ
い
。

※
１
月
４
日
は
主
催
事
業
等
の
た
め
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

※
同
ホ
ー
ル
で
は
、
金
銭
を
徴
収
し
て

の
催
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ー
ビ
ス
】

　

９
月
分
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
の
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。
７
月
６

日
午
前　

時
ま
で
に
ひ
な
た
村
へ
お
い

１０

で
下
さ
い
。

※
９
月
７
日
、　

日
は
主
催
事
業
等
の

１３

た
め
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
の
は
１
日
１
団
体
の
み
で
す
。

※
ひ
な
た
村
は
、
毎
週
火
曜
日
、
祝
日

の
翌
日
が
お
休
み
で
す
。

生

産

緑

地

を

追
加
指
定
し
ま
す

　

生
産
緑
地
地
区
は
、
農
地
の
保
全
や

農
業
の
振
興
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
ほ
か
、
市
民
の
安
ら
ぎ
と
健
康

を
保
つ
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、

防
災
面
で
は
火
災
延
焼
防
止
や
避
難
路

・
避
難
所
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
か
ら
も
「
緑
と
調
和
し

た
ま
ち
づ
く
り
」
や
「
残
り
少
な
い
農

地
の
計
画
的
な
保
全
」
な
ど
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
指
定
基
準
を
見
直

し
、
追
加
指
定
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

指
定
基
準
は
、
公
園
・
緑
地
・
防
災

拠
点
等
は
従
来
ど
お
り
一
団
で
５
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
営
農
環
境
が
向

上
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
一
団

で
１
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
が
形

成
さ
れ
る
も
の
と
し
ま
す
。

□問
 

都
市
計
画
課
11
７
２
４
・
２
５
３

８
、
農
業
委
員
会
事
務
局
・
農
業
振
興

課
11
７
２
４
・
２
１
６
６

　

７
月
１
日
か
ら
、
市
役
所
本
庁

舎
内
指
定
金
融
機
関
派
出
所
で
の

公
金
等
の
取
扱
時
間
が
変
更
と
な

り
ま
す
。

○
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
午
前
８
時　

分
〜
９
時
、
午
後

３０

４
時
〜
５
時
の
間
は
、
会
計
課
窓

口
で
取
扱
い
を
し
ま
す
。

□問
 

会
計
課
11
７
２
４
・
２
１
９
６

老
人
医
療
費
助
成

（
○福
 

医
療
証
）
制
度

　

東
京
都
で
は
、
昭
和　

年
６
月　

日

１１

３０

以
前
に
生
ま
れ
た　

歳
ま
で
の
健
康
保

６９

険
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、
本
人
の
所

得
が
基
準
額
（
＝
表
１
）
以
下
の
方
を

対
象
に
医
療
費
の
助
成
制
度
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
該
当
す
る
方
に
は
○福
 

医
療

証
を
交
付
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
社
会
保
険
本
人
（
政
府
管

掌
・
組
合
・
共
済
）
の
方
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

　

都
内
の
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
る

時
に
健
康
保
険
証
と
○福
 

医
療
証
を
提
示

す
る
と
、
保
険
診
療
分
の
窓
口
で
の
支

払
が
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
１
割
分
に

な
り
ま
す
（
保
険
外
は
全
額
自
己
負
担

で
す
）
。

　

交
付
申
請
手
続
き
に
は
、
健
康
保
険

証
と
認
印
が
必
要
で
す
。
今
年
の
１
月

２
日
以
降
に
転
入
し
た
方
は
、
１
月
１

日
現
在
住
民
登
録
し
て
い
た
市
区
町
村

の
所
得
証
明
書
も
必
要
で
す
。

　

な
お
、
所
得
・
年
齢
が
該
当
す
る
方

に
は
、
す
で
に
ご
案
内
の
通
知
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請
し

て
下
さ
い
。

　

申
請
は
高
齢
者
福
祉
課
ま
た
は
南
・

な
る
せ
駅
前
・
鶴
川
・
忠
生
・
堺
の
各

市
民
セ
ン
タ
ー
、
小
山
セ
ン
タ
ー
へ
。

※
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
医
療
証
は
お
早

め
に
高
齢
者
福
祉
課
へ
お
返
し
下
さ

い
（
郵
送
可
）
。

【
昭
和　

年
７
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ

１１

た
方
の
適
用
時
期
】

　

表
２
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

家
具
転
倒
防
止
金
具
等

取

り

付

け

事

業

　

市
で
は
地
震
等
災
害
時
に
お
け
る

高
齢
者
の
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
、

自
宅
の
家
具
等
に
金
具
等
を
付
け
る

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
に

は
金
具
代
の
み
負
担
し
て
い
た
だ
き
、

取
付
費
用
は
市
が
負
担
し
ま
す
。
取
付

は
専
門
の
委
託
業
者
が
行
い
ま
す
。

○
対
象　
　

歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し
の

６５

方
ま
た
は
、　

歳
以
上
の
夫
婦
、
兄

６０

弟
、
同
居
人
な
ど
で
構
成
す
る
、
高
齢

者
世
帯
に
限
る
。

□問
 

高
齢
者
介
護
課
11
７
２
４
・
２
１
４

０

催
　
　
　
し�

公
民
館
ま
つ
り

打
ち
合
わ
せ
会

　

公
民
館
を
利
用
す
る
サ
ー
ク
ル
・
団

体
で
毎
年
行
っ
て
い
る
「
公
民
館
ま
つ

り
」
を
今
年
も
実
行
委
員
会
方
式
で
企

画
・
運
営
し
実
施
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
実
行
委
員
会
を
発
足
さ
せ
る

た
め
、
打
ち
合
わ
せ
会
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
を
希
望
す
る
団
体
・
サ
ー
ク

ル
は
必
ず
１
人
以
上
の
出
席
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
決
定
事
項
等
が
あ
り
ま

す
の
で
、
会
の
代
表
者
（
運
営
実
務

者
）
の
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
日
時　

７
月
１
日
（
火
）
午
後
７
時

か
ら

○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
７
階
ホ

ー
ル

□問
 

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
11
７
２
８
・
０

０
７
１

　

大
蔵
小
学
校
の
現
４
年
生
が
、
地
域

や
保
護
者
と
と
も
に
育
て
た
ホ
タ
ル
を

ご
覧
下
さ
い
。

○
日
時　

６
月　

日
（
水
）
〜　

日

２５

２７

（
金
）
午
後
７
時　

分
〜
８
時　

分

３０

３０

○
会
場　

大
蔵
小
学
校
中
庭

※
校
舎
の
角
を
曲
が
っ
た
ら
、
電
灯

な
ど
の
光
る
も
の
は
ご
遠
慮
下
さ

い
。

□問
 

大
蔵
小
学
校
11
７
３
４
・
２
３
２
１

○
対
象　
　

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

６０

ま
た
は
夫
婦
等
の
高
齢
者
世
帯
で
、

身
体
上
慢
性
疾
患
が
あ
る
な
ど
日
常

生
活
を
営
む
う
え
で
常
時
注
意
を
要

す
る
状
態
に
あ
る
方

※
方
式
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ

は
、
緊
急
時
に
ボ
タ
ン
を
押
す
と
消

防
庁
が
受
信
し
、
緊
急
通
報
協
力
員

と
所
轄
消
防
署
へ
連
絡
が
入
り
、
緊

急
車
両
が
急
行
し
ま
す
。
も
う
一
つ

は
、
同
じ
く
ボ
タ
ン
を
押
す
と
民
間

受
信
セ
ン
タ
ー
が
受
信
し
、
利
用
者

の
近
く
を
運
行
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー

が
急
行
し
、
状
態
に
よ
り
緊
急
車
両

を
要
請
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

※
利
用
者
に
負
担
金
が
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
こ
の
ほ
か
、
民
間
会
社
で
も
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

相
談
等
は
、
お
近
く
の
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、
高
齢
者
介

護
課
（
11
７
２
４
・
２
１
４
６
）

へ
。

公
金
等
の
取
扱
時
間

を
変
更
し
ま
す

市
役
所
本
庁
舎
内
指
定
金
融
機
関

派
出
所

　

男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
つ

つ
、
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
性

別
に
か
か
わ
り
な
く
個
性
と
能
力
を
十

分
に
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
平
成　

年
６
月　

１１

２３

日
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
公

布
、
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
基
本
法
の
施
行
を
記
念
し
て
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進
を

図
る
た
め
に
「
男
女
共
同
参
画

週
間
」
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
で

は
、
こ
の
基
本
法
に
基
づ
き

「
男
女
が
生
き
生
き
と
暮
ら
す

社
会
の
実
現
に
向
け
て
」
各
種

講
座
・
講
演
会
の
開
催
や
女
性

　○福 医療証の本人所得基準額
　（平成１６年６月３０日までの基準）

基準額（平成１５年６月３０日までは平
成１３年中、平成１５年７月１日からは
平成１４年中の所得になります）

扶養親族等の数

２，５７２，０００円０人
３，０５２，０００円１人
３，４３２，０００円２人
３，８１２，０００円３人

　　昭和１１年７月１日以降に
　　生まれた方の適用時期

適用になる時期生年月日

平成１６年
７月１日から

昭和１１年７月１日～
昭和１２年６月３０日に
生まれた方

老人医療費助成制度
の適用はありません

昭和１２年７月１日
以降に生まれた方

表１

表２

高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
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男
女
共
同
参
画
週
間

男
女
共
同
参
画
週
間

６
月　

日
〜　

日

２３

２９

大大
蔵蔵
のの
里里

ホホ
タタ
ルル
鑑鑑
賞賞
会会

さ
い
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
に
思
わ
れ
ま

し
た
ら
、
身
分
証
の
提
示
を
求
め
る
な

ど
し
て
ご
確
認
下
さ
い
。

□問
 

給
水
課
11
７
２
１
・
３
２
５
７

□問
 

ひ
な
た
村
11
７
２
２
・
５
７
３
６

※
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
運
行
は
今
年
度

か
ら
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
了
承
下
さ
い
。

ご
利
用
下
さ
い

悩
み
事
相
談
の
実
施
、
男
女
平
等
推
進

に
関
す
る
活
動
団
体
・
グ
ル
ー
プ
へ

の
支
援
等
、
様
々
な
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

□問
 

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
11
７
２
３

・
２
９
０
８

４


